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(57)【要約】
　本発明は、時計（１）に係り、該時計に対して内面お
よび外面を有するガラス（３）と、前記ガラスを通して
可視の指示器エレメント（６, ７）における蛍光顔料お
よび／または燐光顔料を付加一体化した少なくとも１つ
のゾーン（９）の照射用の、紫外光または青色光を生成
する、少なくとも１つの発光ダイオード（４ａ, ４ｂ, 
４ｃ）を有する照明デバイス（４）とを具備しており、
　前記発光ダイオードが、紫外光または赤外光を拡散さ
せることができる導光路を形成しているガラスの周囲に
配置されたこと、および紫外光または赤外光をガラスか
ら時計の内側へ向かって拡散させるための手段（１２、
１３、１５、１９、２０）が紫外光または赤外光の経路
内に配置されたことを特徴とする時計に関する。
【選択図】図２



(2) JP 2010-518355 A 2010.5.27

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内面および外面を有するガラス（３）と、前記ガラスを通して可視の指示器エレメント
（６, ７）における蛍光顔料および／または燐光顔料を付加一体化した少なくとも１つの
ゾーン（９）の照射用の、紫外光、赤外光または青色光を生成する、少なくとも１つの発
光ダイオード（４ａ, ４ｂ, ４ｃ）を有する照明デバイス（４）とを具備する時計であっ
て、
　前記ダイオードによって放出される光が、前記光を拡散させることができる導光路を形
成している前記ガラスの周囲に導かれ、
　前記紫外光、赤外光または青色光を前記ガラスから前記時計の内側へ向かって拡散させ
るための手段（１２、１３、１５、１９、２０）が前記光の経路内に配置され、
　前記紫外光、青色光または赤外光を拡散させるための前記手段が少なくとも１つのリン
グの形態で配置され、
　それにより前記指示器エレメント（６、７）の前記蛍光および／または燐光ゾーン（９
）の可視性を妨害することのないよう構成されている時計。
【請求項２】
　前記紫外光、赤外光または青色光を拡散させるための前記手段が、目に見えない拡散層
（１２）を前記ガラスの前記内面に備えた、請求項１に記載の時計。
【請求項３】
　前記拡散層が、ナノメートル・レンジの制御された密度の金属酸化物コーティングで構
成されている、請求項２に記載の時計。
【請求項４】
　前記拡散層が、半反射型ウェブ構造のナノメートル・レンジの金属酸化物コーティング
で構成されている、請求項２に記載の時計。
【請求項５】
　前記紫外光、赤外光または青色光を拡散させるための前記手段が、低密度で前記ガラス
の中に組み込まれた微小粉末（１９）を備えた、請求項１～４のいずれかに記載の時計。
【請求項６】
　前記ガラスが、その内面に配置されたマイクロ構造および／またはナノ構造によって前
記紫外光、赤外光または青色光を前記時計の内側に向かって均質に、かつ、一様に拡散さ
せる、請求項１に記載の時計。
【請求項７】
　前記紫外光、赤外光または青色光を拡散させるための前記手段が、前記ガラスの前記外
面に配置された拡散反射コーティング（１３）を備えた、請求項１～６のいずれかに記載
の時計。
【請求項８】
　前記紫外光、赤外光または青色光を拡散させるための前記手段が、目に見えない拡散層
を前記ガラスの前記外面と前記拡散反射コーティングの間にさらに備えた、請求項７に記
載の時計。
【請求項９】
　前記拡散反射コーティングを保護するためのゾル－ゲル材料の層（１４）が前記拡散反
射コーティングの上に付着された、請求項７または８に記載の時計。
【請求項１０】
　前記紫外光、赤外光または青色光を拡散させるための前記手段が、前記紫外光、赤外光
または青色光を、前記少なくとも１つの紫外、赤外または青色発光ダイオードが配置され
ているゾーンを除くガラスの円板上に拡散させる反射コーティング（１５）を備えた、請
求項１～９のいずれかに記載の時計。
【請求項１１】
　前記時計が文字板（５）を備え、前記ガラスの前記内面と対向しているその上面の少な
くとも一部が、前記紫外光、赤外光または青色光を反射する層（１８）で覆われた、請求
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項１～１０のいずれかに記載の時計。
【請求項１２】
　前記時計の内部の所定の数の前記時計のコンポーネントが、前記紫外光、赤外光または
青色光を前記指示器エレメント（６）に向かって反射する層および／または反射体を備え
、有利には前記コンポーネントのうちの１つが隆起したリム（１７）である、請求項１～
１１のいずれかに記載の時計。
【請求項１３】
　前記ガラスが、前記紫外光、赤外光または青色光の方向を変え、より限定された方法で
前記指示器エレメント上に導くために所定の凸状曲率を有する、請求項１～１２のいずれ
かに記載の時計。
【請求項１４】
　前記発光ダイオードが、導光路を形成している前記ガラスの周囲に直接配置された、請
求項１～１３のいずれかに記載の時計。
【請求項１５】
　サブミクロンまたはナノメートルのレンジの蛍光および／または燐光層（１６）が前記
ガラスの前記内面の下方に付着され、前記ダイオードによって照射されるとモチーフを出
現させることができる、請求項５～７のいずれかに記載の時計。
【請求項１６】
　内面および外面を有するガラス（３）と、前記ガラスを通して可視の指示器エレメント
（６, ７）における蛍光顔料および／または燐光顔料を付加一体化した少なくとも１つの
ゾーン（９）の照射用の、紫外光、赤外光または青色光を生成する、少なくとも１つの発
光ダイオード（４ａ, ４ｂ, ４ｃ）を有する照明デバイス（４）とを具備する時計であっ
て、
　前記ダイオードによって放出される光が、前記光を拡散させることができる導光路を形
成している前記ガラスの周囲に導かれ、
　前記紫外光、赤外光または青色光を前記ガラスから前記時計の内側へ向かって拡散させ
るための手段（１２、１３、１５、１９、２０）が前記光の経路内に配置され、
　サブミクロンまたはナノメートルのレンジの蛍光および／または燐光層が前記ガラスの
前記内面の下方に付着され、前記ダイオードによって照射されるとモチーフを出現させる
ことができるよう構成された時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、針および／または指標マークなどの指示器エレメントを照射するた
めの照明デバイスを具備した腕時計などの時計に関する。より詳細には、本発明は、指示
器エレメントの蛍光顔料および／または燐光顔料を付加して一体化をした少なくとも１つ
のゾーンを照射し、暗い環境における指示器エレメントの可視性を強化するための少なく
とも１つの紫外発光ダイオード、青色発光ダイオードまたは赤外発光ダイオードを備えた
照明デバイスに関する。紫外発光ダイオードまたは青色発光ダイオードは、特に紫外光ま
たは青色光の波長をカバーする発光スペクトルを備えたダイオードとして理解すべきであ
り、そのようなダイオードは可視範囲において等しく発光することができ、また、赤外発
光ダイオードは、特に赤外光の波長をカバーする発光スペクトルを備えたダイオードとし
て理解すべきである。
【背景技術】
【０００２】
　文字板および針が紫外光源によって照射される時計は、既に従来技術で知られている。
文字板および針の様々なゾーンは、紫外光に反応し、目に見える光の形でガラスを介して
この紫外光を反射する物質で形成されているか、あるいは覆われており、したがって前記
ゾーンを暗い環境の中で見ることができる。
【０００３】
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　例えば、ＷＯ２００４／０３４１５３（特許文献１）に、紫外（ＵＶ）スペクトルの光
を放出する、時計の文字板とガラスの間の時計ケースの内側の周囲に配置された発光ダイ
オードすなわちＬＥＤを備えた時計が記述されている。このＬＥＤは、紫外線を透過させ
る透明樹脂によって凹所内に固着されている。透明樹脂と混合されたいわゆる「発光」物
質は、紫外線との反応によって可視光を放出する。同じくこの「発光」物質を備えた文字
板および針は、ＬＥＤによって紫外光および可視光が同時に照射され、したがって暗い環
境の中でより容易に時刻を読み取ることができる。
【０００４】
　紫外光源と発光物質を組み合わせたこのタイプの時計には、例えば電池によって供給さ
れる電力の形態の電源が必要である。ＬＥＤによって紫外光に変換される電力は、紫外線
の一部と共にその大部分が分散して時計のガラスを透過して使用者の眼の方向に漏れ、そ
の人に危害をもたらす原因になっている。さらに、文字板の針および指標マークの各々の
表面は比較的小さいため、「発光」物質によって可視光に変換されるのは、ごく限られた
量の紫外光にすぎず、したがって効率および照度の点で、これは満足すべきものではない
。
【０００５】
　特開２００３－２４８４４５（特許文献２）に、紫外光源を具備した時計であって、紫
外光源がその時計の文字板の下側に設けられた導光部材に結合された時計が記述されてい
る。後者には、紫外線と反応して可視光を放出する発光物質を充填することも、あるいは
充填しなくてもよい孔が穿たれているが、紫外光を文字板を透過させることも可能である
。このような解決法には、とりわけこのアプリケーション専用の特定の文字板を使用する
必要があるが、文字板が導光路部材の上に重畳しており、適合させなければならないアセ
ンブリ方法の点、およびそのために時計の厚さが分厚くなり、ひいては時計が実質的によ
り大きくなる点の両方で不利である。
【０００６】
　さらに、このタイプの時計に導光路部材を使用することによって発光物質上に紫外光が
集中し、したがって損失が若干低減されるが、可視光に変換されなかった紫外光も同じく
その一部が時計のガラスを透過して使用者の眼の方向に漏れるため、この損失は、依然と
して重大な問題の原因になっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】ＷＯ２００４／０３４１５３
【特許文献２】特開２００３－２４８４４５
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上で概要を示したすべての事例では、照明デバイスは、暗い環境の中では最適の方法で
時刻を読み取ることができないＬＥＤを備えている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の主な目的の１つは、文字板の単純性を保証し、かつ、時計の厚さのコンパクト
性を保証しつつ、暗い環境における指示器エレメントの可視性を最適化することによって
前述の欠点を改善することである。この目的に基づき、独立請求項１に記載されている時
計、すなわち、導光路としてのガラスの使用が、最適化すべき時計の内側へ向かう紫外光
または赤外光の拡散を可能にする手段と共同しており、かつ、特殊な文字板または導光路
部材の追加を必要としない腕時計などの時計を提供することが意図されている。
【００１０】
　従属請求項の部分には、本発明による時計の有利な実施形態が記述されている。
【００１１】
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　本発明の他の特徴および利点は、単なる非制限の例として与えられ、かつ、添付の図面
に示されている本発明の例示的実施形態についての以下の詳細な説明を読めば明らかにな
るであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明による実際的な例における時計の平面図である。
【図２】線Ａ－Ｂに沿った断面の時計の本発明による実際的な例を示す略図である。
【図３】線Ａ－Ｂに沿った断面の時計の本発明による他の実際的な例を示す略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下の説明は、図１～図３、特にこの本発明による構成を理解するために必要な時計の
主要な構成要素を示す図２および３を参照した単なる例示である。
【００１４】
　ここで説明されている時計１は、時計ケース２、時計ケース２を封じているガラス３、
および、表示手段の照明を意図した照明デバイス４ａ、４ｂ、４ｃ、を備えた腕時計であ
る。腕時計１は、さらに、腕時計１を動作させるために必要な、ここでは説明されていな
いが当業者によく知られている他の構成要素（図示せず）を備えている。表示手段は、文
字板５と、この文字板５に対向して配置若しくは文字板５の上に配置をされた、針７およ
び指標マーク８などの指示器エレメント６とを、通常、備えている。図に示されている例
では、それぞれ時、分および秒を指示するための３本の針７が設けられるが、当然、任意
の所定の数の針７を設けて、腕時計１の表示機能をカバーすることができる。腕時計１の
ガラス３を通して見得るこれらの針７は、蛍光顔料および／または燐光顔料を付加一体化
した少なくとも１つのゾーン９を備えている。文字板５は、時、分および秒を指示するた
めの、例えば数字、文字または他の任意の所定の符号の形態の指標マーク８を備えており
、所定の数の指標マーク８も、蛍光顔料および／または燐光顔料を付加一体化したゾーン
９を備えることができる。暗い環境における時刻の読取りを可能にするために、腕時計１
は、少なくとも１つの紫外または赤外の発光ダイオード４ａ（すなわち紫外ＬＥＤまたは
赤外ＬＥＤ）を備え、そのダイオードは好ましくは、ガラス３の円板上に配置され、した
がって導光路として機能する。この導光路については、図２および３に関連して以下でよ
り詳細に説明する。別法としては、他の変形態様（図示せず）によれば、文字板の下側の
印刷回路上に紫外または赤外ＬＥＤを配置することも可能であり、その場合、光は、追加
導光路によって、導光路として作用しているガラスの円板の中へ導かれる。他の変形態様
（同じく図示せず）によれば、ガラスの縁の下方の周囲に紫外または赤外ＬＥＤを配置す
ることも可能であり、この場合、ガラスは半球状であるかあるいは少なくとも急峻な凸状
曲率を有している。
【００１５】
　発光ダイオードは、針７および指標マーク８の蛍光顔料および／または燐光顔料を付加
一体化したゾーン９を、ＵＶ光またはＩＲ光とも呼ばれている紫外光または赤外光で照射
することができる。通常、紫外または赤外ＬＥＤ４ａを起動させるための手動または自動
制御エレメント１０が設けられている。針７および指標マーク８の蛍光および／または燐
光ゾーン９は、ＵＶ光またはＩＲ光に反応して可視光を放出する蛍光顔料および／または
燐光顔料と混合された透明樹脂によって形成されることが好ましい。金属または合成サポ
ート材料と相互作用させるために、針７および指標マーク８をこの蛍光樹脂および／また
は燐光樹脂で覆うことができ、例えばこの蛍光樹脂および／または燐光樹脂が充填された
凹所領域を有することができ、あるいは部分的にこの蛍光樹脂および／または燐光樹脂で
形成することができ、さらには完全に樹脂で形成することも可能である。この照明デバイ
スは、紫外光または赤外光、つまり目に見えないレンジの光を使用する利点を有しており
、また、この照明デバイスは、針または他の指示器エレメントが照射されると、特定の美
的快感効果を提供する。
【００１６】
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　さらに、美的快感効果を得る観点から、その厚さが極めて薄いために昼光下（デイライ
ト）では目に見えない状態を維持することができ、また、紫外光または赤外光で照射され
ると、例えばロゴまたは隠れたイメージの形で出現させ、あるいはまた時間マークの形で
出現させることができるナノメートル・レンジの蛍光顔料および／または燐光顔料の層１
６でガラス、好ましくはその下面を部分的に覆うことも可能である。
【００１７】
　次に、図１の線Ａ－Ｂに沿って取った図である、本発明の様々な例示的実施形態を示す
図２を考察する。腕時計１のガラス３は、ＵＶ光またはＩＲ光を下に向かって比較的均質
に、かつ、一様に拡散させ得る導光路を形成している。紫外または赤外ＬＥＤ４は、ガラ
ス３の円板と対向している時計ケース２の中に設けられたレセプタクル１１内に配置され
ており、ＵＶ光またはＩＲ光を本質的に導光路の平面に放出している。有利には、図１に
示されているように、よりいっそう均質で一様な照明を達成することができるよう、３つ
の紫外または赤外ＬＥＤ４ａ、４ｂ、４ｃがガラスの周囲に一定の間隔、すなわち本質的
に１２０°に等しい角度を隔てて配置されている。
【００１８】
　ガラス３から時計の内側へ向かう紫外光または赤外光の拡散を最適化するために、この
紫外光または赤外光を拡散させるための手段が提供されている。これらの拡散手段は、一
方では時計の外側への紫外光または赤外光の放出、つまり使用者の眼に向かう放出の制限
を可能にし、他方では指示器エレメント６、７の上に配置されている蛍光および／または
燐光ゾーン９に要求される発光効果の強化を可能にしている。
【００１９】
　第１の変形態様によれば、従来のガラスを使用することができ、かつ、ガラスから時計
の内側へ向かうＵＶ光またはＩＲ光の拡散を最適化することができる利点を提供する拡散
層１２がガラス３の内側の表面に付着される。このような拡散層に使用することができる
材料の例は、例えば酸化亜鉛または酸化チタンなどの金属酸化物である。この拡散層１２
は、その厚さがサブミクロンまたはナノメートルのレンジであるため、目には見えない層
にすることができる。拡散特性は、この層の密度を制御するか、あるいは密度が可変のサ
ブミクロン・レンジの複数のポイントの遷移構造の形成からなる半反射型ウェブ構造を形
成するかのいずれかによって得られる。図１に関連して言及されている蛍光および／また
は燐光部分層１６は、ガラスの内面と拡散層１２の間に付着されることが好ましい。
【００２０】
　ガラスから時計の内側へ向かって紫外光または赤外光を拡散させる目的にさらに関連し
て、拡散手段の第２の変形態様は、ガラスの上面に付着された反射型層すなわち拡散／反
射層１３を提供することからなっている。このような反射型層は、連続した一様な層を付
着させることによって得られ、その厚さをサブミクロンまたはナノメートルのレンジにす
ることによって目に見えない層にすることができる。別法として、このような拡散／反射
層は、例えばウェブ構造の形態の非連続層を付着させることによっても得られる。ガラス
の外面に付着された層１３が提供されるこの変形態様の場合、この反射層の上に追加保護
層１４を有利に付着させることができる。この保護層１４は、必要な透明効果を保証し、
かつ、その硬さの結果として保護効果を保証するゾル－ゲル・タイプの材料を使用して形
成することが好ましい。この第２の変形態様は、追加層を加えなければならないのがガラ
スの外側のみである利点を有しており、したがってガラスのアセンブリ・プロセスの複雑
さを増すことなく所望の効果を達成することができる。
【００２１】
　第３の変形態様によれば、提供される拡散手段は、時計の内側、より具体的には蛍光お
よび／または燐光ゾーンへ循環する紫外線または赤外線を導くように最適化された凸形の
ガラス３を使用することからなっている。
【００２２】
　第４の変形態様によれば、得られる拡散手段は、すべての紫外光または赤外光の循環を
導光路を形成しているガラス内に維持し、ひいてはガラスの縁部分におけるあらゆる吸収
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を防止するために、ガラス３の円板上に配置された反射ゾーン１５を提供することからな
っている。これらの反射ゾーンがその周囲に配置された発光ダイオード４ａ、４ｂ、４ｃ
の領域のガラス円板を覆っていないことは明らかである。この第４の変形態様も、時計の
内部コンポーネントのアセンブリ・プロセスが単純である利点を有している。
【００２３】
　暗い環境での照明を最適化し、かつ、時計の外側への紫外線または赤外線の放出を防止
するためには、上で説明した４つの変形態様の各々に関連して言及した様々な利点の恩恵
を同じく受けつつ、これらの４つの変形態様に対応する拡散手段のあらゆる組合せが可能
であり、さらにはこれらのすべての組合せを有利に実施してそれらの効果を組み合わせる
ことができることに留意されたい。
【００２４】
　蛍光および／または燐光ゾーン９の照明を改善する目的にさらに関連して、例えば隆起
したリム１７などの腕時計の内部の他のコンポーネントは、ＵＶ光またはＩＲ光を反射す
る層または反射体を具備することが可能であり、あるいは文字板５の上面を少なくとも部
分的に覆っている、ＵＶ光またはＩＲ光を反射する反射層１８を提供することも可能であ
る。
【００２５】
　次に、同じく図１の線Ａ－Ｂに沿って切断した図である図３を考察する。図３は、紫外
光または赤外光をガラスから時計の内側へ向かって拡散させるための手段の本発明による
２つの他の変形態様を示したものである。これらの変形態様は、分かり易くするために図
２に関連して示されている４つの第１の変形態様とは別に示されているが、互いに容易に
組み合わせることができる。
【００２６】
　したがって、第５の変形態様によれば、拡散手段は、導光路を形成しているガラスに微
小粉末（ナノ－パウダー）１９を注入することからなっている。この微小粉末は、サブミ
クロンまたはナノメートルのレンジの金属酸化物の粒子から構成されており、紫外光また
は赤外光の拡散を可能にしている。均質な拡散を達成するために、発光ダイオードから離
れたゾーンにはより高い粒子密度が提供され、また、ダイオードに近いゾーンにはより低
い粒子密度が提供される。この第５の変形態様は、ガラス自体の製造中における拡散ステ
ップが不要であり、また、従来の時計アセンブリ・プロセスをそのまま利用することがで
きる利点を有している。
【００２７】
　第６の変形態様によれば、拡散手段は、ガラスの中、好ましくはガラスの下面に形成さ
れたマイクロ構造および／またはナノ構造２０からなっている。これらのマイクロ構造２
０は、ＵＶ線またはＩＲ線をガラスから時計の内側へ向かって下方に導くことができる。
それらの幾何学構造およびそれらの形状の結果、これらのマイクロ構造２０は、関連する
蛍光および／または燐光ゾーン９の方向にＵＶ線またはＩＲ線を導くことができる。有利
には、これらのマイクロ構造および／またはナノ構造は環状形状で配置されており、した
がって時計の指示器エレメントの可視性を妨げることはない。それらをガラスの下面に配
置することにより、ガラスの光学的効率に悪影響を及ぼし、また、時計の美的快感外観を
損なうことになるそれらの汚れが防止されることに留意されたい。
【００２８】
　上で説明した本発明による時計には、添付の特許請求の範囲に定義されている本発明の
枠組みから逸脱することなく、当業者には明らかである様々な改変および／または改善を
加えることができることを理解されたい。また、例えば、上で説明した異なる例示的実施
形態の特定の特徴の組合せを提供することも可能である。
【００２９】
　また、紫外または赤外ＬＥＤの制御エレメントに結合された、紫外または赤外ＬＥＤを
所定の状態で起動し、あるいは電流の強度を変調することによって紫外または赤外ＬＥＤ
の発光強度を調整するための光度検出器を提供することも可能である。
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【００３０】
　さらに、蛍光および／または燐光によって緑色光、黄色光、橙色光または赤色光の放出
を可能にする、青色光を放出する発光ダイオードすなわち青色ＬＥＤの使用を考慮するこ
とも可能である。この実施形態の場合、青色光を反射する、一般的には昼光の下でガラス
を煙褐色の概観にする層で時計のガラスの上面を少なくとも部分的に覆うことができる。
【符号の説明】
【００３１】
１　時計；　２　時計ケース；　３　ガラス；　４ａ，４ｂ，４ｃ　照明デバイス；
５　文字板；　６　指示器エレメント　７　針；　８　指標マーク；；　９　ゾーン
１０　自動制御エレメント；　１２　拡散層；　１３　拡散／反射層；　１４　保護層；
１５　反射ゾーン；　１６　顔料の層；　１７　リム；　１８　反射層；　
１９　微小粉末；　２０　マイクロ構造。

【図１】 【図２】

【図３】
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